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などは︑これまで密教浄土教として名 出る程度 あっ だろう　
それならば︑本書は中世浄土教史の書き直しなのであろうか︒
























































































功徳を譲渡し︑死者の功徳としてよき来世に資することができるとする︒第三 ︑ ﹁臨終の論理﹂がある︒これは︑ ﹁最後の思念は非常に強力で︑一生の間 悪行を乗り越え︑よりよ 来世や︑解脱さえも可能にする﹂というものであり︑臨終行儀の根幹を成り立たせる︒この三つの論理は相互に矛盾しながらも 望まし世を得るためのさまざまな実践 根底となってい ︒　
本論をざっと概観しておくと︑第一章では︑臨終儀礼を歴史的
に展望する︒十世紀後半に︑源信が﹃往 要集﹄を撰述し 慶滋保胤が最初の往生伝であ ﹃日本往生極楽記﹄を著わし︑さらに
二十五三昧会が結成されて︑往生の儀礼が実践されるようになる︒そこからその後への展開を展望している︒　
第二章以下は︑往生伝︑臨終儀礼︑貴族の日記などを使いなが





者が注意を促すのは︑死が個人だけの問題ではなく︑他者との関わりの中で生ずる社会的な問題でもあるということである︒第六章はこの点を正面から取り上げる︒臨終を正しく迎えられるためには︑死にゆく者を身体的にも精神的にも介助し︑世話する仲間が必要である︒それ 善知識と呼ばれ ゆく者がよき死を得られるためにきわめて大きな役割を果たすこと なる︒　
このように読んでくると︑はじめは遠い昔の奇妙な風習の話の
ようだったの ︑次第にそれが現代の死の作法とオーバーラップしてくる︒第六章まで来ると︑ れはまったくホスピスにおける看取りの問題と一つになってしまう 第七章 そ 後の歴史的展開を述べるが︑臨終行儀が近代の初めまで続いてい という も納得がいくところがある︒　
こうして︑結論では︑序論で出た三つの論理を再び取り上げる
が︑それはより深められた目で見ることが き ︒第一の個人的な修練と第二の他者による援助とが︑ 三 臨終においてぎりぎりのところで結びあうことになる
（
p. 376 ）︒これは今日で言えば
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これについては︑二〇一一年︑二〇一四年︑二〇一七年のヨーロッパ
262
日本学協会（
E
A
J
S）大会で︑阿部泰郎氏を中心とするグループが連
続してパネルを開いて︑新出資料を紹介しながら︑最新の知見を発表してきている︒
